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教会数　　９８ヶ所

布教所数  ８７ヶ所
       （R185.8 月現在）

全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー

　

「
立
教
185
年
全
教
一
斉
に
を
い

が
け
デ
ー
」
が
、
9
月
28
日
～
30

日
の
3
日
間
を
「
よ
う
ぼ
く
実
動

日
」
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
今
年

も
8
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
者
数
が
過
去
最
大
を
記
録

す
る
な
ど
、
以
前
の
よ
う
な
に
を

い
が
け
活
動
が
難
し
い
状
況
の

中
、
提
唱
90
年
の
節
目
を
迎
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
で
工
夫
を
し
、

感
染
拡
大
防
止
策
を
講
じ
な
が
ら

の
活
動
が
行
わ
れ
た
。

　

福
島
支
部
（
椿
秀
教
支
部
長
）

で
は
、
28
日
午
前
、
教
務
支
庁
で

身
近
な
人
へ
御
教
え
を
伝
え
よ
う

「
に
を
い
が
け
ド
リ
ル
研
修
会
」
を

開
催
。
牛
坂
直
之
氏
（
松
川
分
教

会
長
）
を
講
師
に
、
チ
ラ
シ
の
読

み
合
わ
せ
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
な
ど

を
通
し
て
に
を
い
が
け
の
や
り
方

を
確
認
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
教

務
支
庁
周
辺
で
フ
リ
ッ
プ
を
持
っ

て
行
き
交
う
人
に
教
え
の
一
端

を
発
信
し
た
り
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

配
っ
た
り
な
ど
し
た
。

　

29
日
は
渡
利
地
区
、
30
日
は
南

向
台
団
地
と
場
所
を
変
え
て
、
戸

別
訪
問
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
、

路
傍
講
演
な
ど
を
行
っ
た
。

　

耶
麻
支
部
（
近
藤
直
光
支
部
長
）

で
も
、
28
日
に
猪
苗
代
分
教
会
で

「
に
を
い
が
け
ド
リ
ル
研
修
会
」
を

斎
藤
元
康
氏
（
猪
苗
代
分
教
会
教

人
）
を
講
師
に
開
催
。
そ
の
後
、

教
会
周
辺
で
神
名
流
し
、
戸
別
訪

問
を
し
た
。
29
日
は
喜
多
方
地
域
、

30
日
は
坂
下
地
域
で
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
の
後
、
神
名
流
し
、
戸

別
訪
問
を
行
っ
た
。
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少
年
会
福
島
教

区
団
（
近
藤
直
光

団
長
）
は
、
7
月

30
日
か
ら
31
日
、

「
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
本
部
練

成
会
」
に
7
名
（
男
子
1
名
、

女
子
3
名
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
3

名
）
で
入
隊
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
一
昨
年
、

昨
年
と
開
催
が
見
送
ら
れ
て
い

た
が
、
「
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊

支
部
結
成
」
が
打
ち
出
さ
れ
て

50
年
の
節
目
と
な
る
今
年
、
隊

期
を
1
泊
2
日
に
、
参
加
教
区

「
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
本
部
練
成
会
」
に
7
名
参
加

を
4
次
隊
に
分
け
る
な
ど
、
感

染
拡
大
防
止
策
を
と
っ
て
の
開

催
と
な
っ
た
。

　

福
島
教
区
は
1
次
隊
（
17
教

区
・
団
）
に
参
加
し
、
山
形
、

愛
知
教
区
と
合
同
班
と
な
り
、

行
動
を
共
に
し
た
。

　

第
38
母
屋
で
の
入
隊
式
の

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
に
分
か
れ

て
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
行

い
、
班
別
タ
イ
ム
で
掲
示
物
や

旗
を
作
る
な
ど
し
た
。
そ
の
後
、

神
殿
へ
移
動
し
、
親
神
様
、
教

祖
、
祖
霊
様
を
参
拝
、
記
念
建

物
も
見
学
し
た
。
続

い
て
、
「
夏
休
み
こ
ど

も
ひ
の
き
し
ん
」
の

お
楽
し
み
行
事
の
一

つ
、
「
お
や
さ
と
謎
解

き
ウ
ォ
ー
クi

n

参
考

館
」
に
参
加
し
た
り
、

「
み
ち
の
子
作
品
展
」

を
見
学
し
た
り
し
た
。

少年会

　

夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
、
再

び
班
別
タ
イ
ム
と
な
り
、
色
紙

を
使
っ
て
ち
ぎ
り
絵
に
取
り
組

ん
だ
。

　

翌
日
は
、
本
部
神
殿
で
お
つ

と
め
を
つ
と
め
た
後
、
班
ご
と

に
ひ
の
き
し
ん
現
場
に
向
か
っ

た
。
福
島
教
区
の
班
は
、
お
や

さ
と
や
か
た
東
棟
周
辺
の
除
草

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
班
別
タ

イ
ム
、
宿
舎
清
掃
を
行
い
、
昼

前
に
は
解
隊
と
な
っ
た
。

　

以
前
に
比
べ
、
隊
期
も
短
く
、

ひ
の
き
し
ん
も
限
ら
れ
て
い
る

が
「
人
の
た
め　

つ
く
す
よ
ろ

こ
び　

ひ
ろ
げ
よ
う
」
の
合
言

葉
を
心
が
け
た
2
日
間
と
な
っ

た
。　
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布教部

道友社

　

布
教
部
（
生
江
一
行
部
長
）

で
は
、
7
月
1
日
、
福
島
教

務
支
庁
で
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
昨
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
延
期
さ
れ
て
い

た
も
の
。
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
」
と
は
、

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
み
お
し
え
学
習

「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
研
修
会
」
に
10
名
参
加

「
社
友
研
修
会
」
開
催

会
」
で
進
行
役
を
つ
と
め
、
参
加
者
か
ら

様
々
な
考
え
を
引
き
出
す
役
割
を
務
め
る

者
で
、
15
名
が
受
講
し
た
。

　

午
前
中
は
ま
ず
、
向
正
訓
先
生
（
本
部

布
教
部
二
課
研
究
員
）
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
を
つ
と
め
、
「
十
全
の
守
護
」
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
体
験
受
講
し
た
。
そ
の
後
、
向

先
生
を
講
師
に
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
～

そ
の
役
割
と
心
得
」
に
つ
い
て
お
話
を
い

た
だ
い
た
。

　

午
後
は
、
「
八
つ
の
ほ
こ
り
」
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
則
っ
て
、
受
講
者
そ
れ
ぞ
れ
が
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
を
行
い
、
向
先
生
か

ら
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

　

最
後
に
質
疑
応
答
が
あ
り
、
研
修
会
で

十
分
に
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
不
安

に
思
う
こ
と
、
実
際
に
「
み
お
し
え
学
習
会
」

を
行
う
に
あ
た
っ
て
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
な
ど
の
点
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

今
後
、
各
支
部
で
「
み
お
し
え
学
習
会
」

を
順
次
開
催
し
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｋ
・
Ｎ
）

　

道
友
社
（
関
本
啓
代
表
社

友
）
で
は
、
7
月
3
日
、
福

島
教
務
支
庁
で
「
社
友
研
修

会
」
を
開
催
し
、
新
任
の
支

部
社
友
を
は
じ
め
4
名
が
参
加
し
た
。

　

ま
ず
、
関
本
代
表
社
友
が
、
社
友
の
心
得
、

役
割
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
『
天
理
時

報
』
や
「
天
理
教
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
「
地

方
ニ
ュ
ー
ス
」
に
掲
載
す
る
訃
報
や
情
報

提
供
の
送
稿
の
練
習
を
し
た
。



第６5 号　　　　　　　　　　　　　  福 島 教 区 報                       立教 185 年１０月 2 日

4(　)

災救隊

「
教
区
訓
練
」
に
20
名
参
加

月
4
日
、
5
日
、
利
光
誠
治
副

本
部
長
を
お
迎
え
し
、
今
年
度

の
教
区
訓
練
を
開
催
、
20
名
が

参
加
し
た
。

　

当
初
、
4
日
に
野
営
の
訓
練

も
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
天
候

不
良
と
コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大
に

よ
っ
て
、
4
日
は
教
務
支
庁
前

　

災
害
救
援
ひ
の

き
し
ん
隊
福
島
教

区
隊
（
荒
井
弘
徳

隊
長
）
で
は
、
8

の
整
備
と
翌
日
の
物
品
等
の
準

備
を
行
っ
た
。

　

5
日
は
、
二
本
松
市
営
あ
だ

た
ら
高
原
野
営
場
へ
移
動
し
、

現
地
集
合
の
人
と
合
流
し
て
9

時
に
結
隊
式
を
行
っ
た
。
そ
の

後
、
作
業
を
開
始
。
3
日
か
ら

4
日
に
か
け
て
降
っ
た
雨
の
影

響
で
足
元
が
柔
ら
か
い
と
こ
ろ

も
あ
る
な
ど
、
安
全
第
一
を
心

が
け
て
の
作
業
と
な
っ
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｈ
・
Ａ
）

青年会

「
青
年
会
ひ
の
き
し
ん
隊
」
に
３
名
入
隊

と
「
青
年
会
ひ
の
き
し
ん
隊
」

に
磐
城
平
分
会
と
合
同
で
入
隊

し
、
教
区
か
ら
は
3
名
が
参
加

し
た
。

　

11
日
朝
、
お
ぢ
ば
に
到
着
し
、

百
母
屋
で
隊
服
に
着
替
え
、
朝

礼
に
臨
ん
だ
。

　

11
日
は
旧
本
芝
詰
所
の
解
体

　

福
島
教
区
青
年

会
（
牛
坂
直
之
委

員
長
）
で
は
、　

7
月
11
日
、
12
日

の
ひ
の
き
し
ん
を
行
っ
た
。
30

度
を
超
す
暑
さ
の
中
、
解
体
さ

れ
た
材
木
の
撤
去
や
瓦
礫
や
コ

ン
ク
リ
ー
ト
片
を
拾
い
集
め
た

り
し
た
。

　

12
日
は
、
時
折
雨
の
降
る
中
、

15
母
屋
前
で
、
い
ろ
は
教
室
で

不
要
に
な
っ
た
テ
ー
ブ
ル
の

解
体
ひ
の
き
し
ん
を
行
っ
た
。

テ
ー
ブ
ル
の
脚
や
金
具
を
一
つ

一
つ
取
り
外
し
、
分
別
し
て
ま

と
め
た
。　
　
　
　

（
Ｎ
・
Ｕ
）
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　　道の

教職員の集い

「
総
会
」
「
成
人
塾
」
を
開
催

7
月
2
日
、
今
年
度
の
「
総
会
」

を
福
島
教
務
支
庁
で
開
催
、
4

名
が
参
加
し
た
。

　

ま
ず
、
昨
年
度
の
活
動
報
告

や
決
算
、
今
年
度
の
活
動
計
画

や
予
算
等
を
審
議
し
た
。
そ
し

て
、
今
年
度
か
ら
本
部
布
教
部

の
管
轄
か
ら
外
れ
て
、
独
自
の

組
織
と
し
て
活
動
し
て
い
く
こ

　

福
島
教
区
道
の

教

職

員

の

集

い

（
齊
藤
元
康
代
表

世
話
人
）
で
は
、

と
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

　

ま
た
8
月
22
日
に
は
「
成
人

塾
」
を
猪
苗
代
分
教
会
で
開
催
、

児
童
生
徒
6
名
が
参
加
し
た
。

　

当
初
は
1
日
開
催
の
予
定

だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

の
た
め
、
開
始
時
間
を
1
時
間

早
め
、
午
前
中
の
み
の
開
催
と

し
、
弁
当
を
配
っ
て
解
散
と
し

た
。
参
加
者
は
、
約
3
時
間
、

途
中
休
憩
を
と
り
な
が
ら
、
夏

休
み
の
宿
題
や
作
文
な
ど
、
真

剣
に
学
習
に
取
り
組
ん
だ
。

　

指
導
を
受
け
な
が
ら
作
文
を

完
成
さ
せ
た
児
童
の
保
護
者
か

ら
は
、
「
親
が
な
か
な
か
指
導

で
き
な
い
部
分
を
付
き
っ
切
り

で
教
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
の
感
想

を
頂
戴
し
た
。

　

状
況
を
見
な
が
ら
で
あ
る

が
、
冬
休
み
の
開
催
も
検
討
し

て
い
る
。　
　
　

（
Ｍ
・
Ｓ
）

　　道の

教職員の集い

「
教
区
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

　

福
島
教
区
道
の

教

職

員

の

集

い

（
齊
藤
元
康
代
表

世
話
人
）
で
は
、

9
月
2
日
、
福
島
教
務
支
庁
で

「
こ
ど
も
食
堂
」
を
テ
ー
マ
に

「
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

し
、
テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る
方

15
名
が
参
加
し
た
。

　

ま
ず
、
昨
年
11
月
に
猪
苗
代

分
教
会
を
会
場
に
立
ち
上
げ
た

「
い
な
わ
し
ろ
地
域
食
堂
ま
ん

ま
る
」
の
活
動
内
容
の
説
明
が

あ
り
、
「
こ
ど
も
食
堂
」
を
立

ち
上
げ
る
に
至
っ
た
経
緯
や
具

体
的
な
手
続
き
、
行
政
や
社
会

福
祉
協
議
会
と
の
関
り
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、「
周

囲
の
支
援
の
輪
が
広
が
り
、
教

会
に
自
然
と
人
が
集
ま
る
こ

と
」
な
ど
活
動
を
通
じ
て
感
じ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
話
し
、

「
こ
ど
も
食
堂
を
始
め
る
こ
と

は
難
し
く
な
く
、
こ
ど
も
食
堂

で
た
す
か
る
人
が
い
る
の
で
、

ま
ず
は
こ
ど
も
食
堂
を
始
め
て

も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
参
加
者
か

ら
多
く
の
質
問
が
出
て
、
関
心

の
高
さ
が
伺
え
た
。
ま
た
、
ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
「
細
か
い

点
も
わ
か
り
や
す
く
話
し
て
も

ら
い
運
営
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ

で
き
た
」
な
ど
好
意
的
な
意
見

を
頂
戴
し
た
。　

（
Ｍ
・
Ｓ
）
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基礎講座

　

9
月
4
日
、「
天

理
教
基
礎
講
座
」

（
福
島
支
部
会
場
）

が
福
島
テ
ル
サ
で

開
催
さ
れ
、
初
め
て
の
方
3
名

を
含
む
5
名
が
受
講
し
ま
し

た
。

　

ビ
デ
オ
や
杉
澤
元
和
講
師
の

講
話
を
通
し
て
、
天
理
教
の
教

え
が
初
め
て
の
方
に
も
分
か
り

や
す
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
親
が
信

福
島
支
部
会
場
に
5
名
参
加

仰
し
て
い
ま
し
た
が
家
庭
の
事

情
で
離
れ
ま
し
た
。
最
近
に
な

り
天
理
教
の
こ
と
が
気
に
な

り
、
常
に
教
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
な
か
な
か
参
加
で
き
ず
に
い

ま
し
た
が
、
や
っ
と
来
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
」
と
の
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
も
重
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。　

（
Ｋ
・
Ｋ
）

福島教区ホームページ　　「天理教福島教区」で検索！
Http://tenri-fukushima.sakura.ne.jp

教
区
総
出
ひ
の
き
し
ん

　9 月 19 日、教区総出ひのきしんが教

務支庁で開催され、33 名が参加した。

台風接近の影響か暑さ厳しい中、植木

剪定や除草にと心地よい汗を流した。

コロナ感染防止のため午前中で作業は

終了となった。

 

天理教基礎講座（福島会場）
【日時】　11 月 13 日（日）13 時 30 分～

【会場】　郡山青少年会館（郡山市）

【講師】　生江一行先生

【日時】　11 月 20 日（日）13 時 30 分～

【会場】　アピオスペース(会津若松市)

【講師】　平澤勇一先生


